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　当センターでは、1993 年から非線形構造解析汎用プログラム MSC.Marc と、 そのプリ／ポストプロセッサである 







　MSC.Marc Mentat は、MSC.Marc の 会話型プリ／ポストプロセッサとして、有限要素モデルの作成およ
び解析結果の表示が行えます。















慮して 1/4 モデルを使用し、2 次元要素でモデル化します。
　モデルの寸法と材料特性は表 1 のとおりです。
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　概要
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　センターの Mentat の起動には、並列コンピュータに SSH 接続する際に X forwarding の設定を行う必要
があります。無事起動できれば、図 2 の Mentat ウィンドウが表示されます。センター外の PC 等にインストー
ルした Mentat を起動するには、センターのライセンスサーバを参照するために、ポートフォワーディング
の設定と並列コンピュータへの SSH 接続が必要です。




長さ L2 (mm) 100
板厚 t (mm) 2.5
円孔の直径 D (mm) 50
荷重 p (N/mm2) 1











 (b) File name: plate






 (d) 25 0 0 <Enter>
 (e) 50 0 0 <Enter>
 (f) 50 50 0 <Enter>
 (g) 0 50 0 <Enter>
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3．5 形状の作成（続き）




 (e) カーブの種類を選択：円弧 中心 / ポイント / ポイント
 (f) カーブ：［追加］
 (g) 0 0 0 <Enter>
 (h) 25 0 0 <Enter>

























































 (c) ヤング率：2e5 <Enter>




















 (c) □変位 X のチェックを ON
 (d) 節点：［追加］
 (e) 左端の対称軸上の全ての節点を選択
 (f) アイコン［リスト終了 (#)］
                 またはマウスの右クリック
 (g)［OK］
 (h) 境界条件：［新規（構造）］［変位指定］
 (i) □変位 Y のチェックを ON
 (j) 下端の対称軸上の全ての節点を選択
 (k) アイコン［リスト終了 (#)］
                  またはマウスの右クリック
 (l)［OK］













 (b) □圧力のチェックを ON
 (c) 圧力：-1 <Enter>
 (d) エッジ：［追加］
 (e) モデル上端の要素エッジを全て選択






















 (c) ［Marc 実行（1）］
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4．並列コンピュータでの解析実行
　「3．13 解析の実行」では、Mentat のメニュー上から PC 上で解析を実行する手順を解説しましたが、こ
の章ではセンターの並列コンピュータで解析する手順を説明します。その前章の「解析ジョブの設定」まで
モデル作成を終えて下さい。
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4.2 インプットファイルの作成
　Marc のインプットファイルを作成する。
 (a) ファイル：書き出し：［Marc 入力］




4.4 並列コンピュータでの Marc 実行
　並列コンピュータにログインし、以下のコマンドでインプットファイル名を指定して Marc を実行します。
拡張子の .dat は入力しません。
 run_marc -j plate_job1 -v n <Enter>




  　　　　　　　http://www.ss.cc.tohoku.ac.jp/scalar/guide.html# バッチリクエスト
4.5 run_marc のコマンドオプション
　run_marc コマンドには、様々なオプションが用意されております。ここでは、よく利用しそうなものだ
けを表 2 に載せておきます。その他については、マニュアル（C 編　プログラム入力　付録 B　表 B-2）を
参照ください。
a
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キーワード オプション 説明
-jid (-j)  必須 job_name インプットファイル名を指定（.dat は省略）
-cpu sec CPU 時間の制限を秒で指定
-ver (-v) yes（デフォルト）/no バッチリクエスト投入前に確認をする / しない
-user (-u) user_subroutine_file ユーザサブルーチンファイルを指定
表 2 run_marc コマンドオプション
4.6 出力ファイルの確認
　解析が終了すると、主に以下のようなファイルが作成されます。解析結果 (.out ファイル ) 末尾の exit 








　解析結果ファイルの末尾にある exit number により、正常に終了したかエラー終了か、エラー終了の場合
はその原因がわかります。代表的な exit number とその内容を表 3 に示します。その他についてはマニュ
アル（C 編プログラム入力 　付録 A プログラムメッセージ）を参照ください。
















 (b) ファイルを選択  <Open>
5． サンプルプログラム
　・Marc
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